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講
演
会
「
多
賀
城
創
建
一
三
〇
〇
年
記
念
　 

北
と
南
の
古
代
史
―
周
辺
か
ら
見
る 

律
令
国
家
―
」
開
催
の
報
告

栗
　
原
　
　
　
健

　

二
〇
二
四
年
は
、
七
二
四
年
（
神
亀
元
年
）
に
律
令
政
府
の
陸
奥
国
府

「
多
賀
城
」
が
創
建
さ
れ
て
か
ら
一
三
〇
〇
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め

多
賀
城
市
で
は
、
３
Ｄ
ホ
ロ
グ
ラ
ム
で
城
の
正
殿
を
復
元
す
る
特
別
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
東
北
歴
史
博
物
館
に
お
け
る
特
別
展
示
な
ど

種
々
の
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
古
代
史
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
刺

激
が
多
い
一
年
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
の
東
北
人
と
し
て
、
多
賀
城
の
設
置
を
「『
宮

城
の
は
じ
ま
り
、
東
北
の
は
じ
ま
り
』
と
も
い
え
る
」（
多
賀
城
創
建

一
三
〇
〇
年
記
念
特
設
サ
イ
ト
か
ら
）
出
来
事
と
位
置
づ
け
る
祝
賀
の
姿

勢
に
は
、
大
き
な
違
和
感
を
覚
え
て
し
ま
い
ま
す
。
北
方
の
蝦
夷
支
配
の

要
衝
と
し
て
建
て
ら
れ
た
城
か
ら
東
北
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
と
す
る
こ
と

は
、
そ
れ
以
前
の
東
北
独
自
の
世
界
を
無
視
す
る
偏
っ
た
歴
史
観
、
大
和

政
権
の
み
を
正
統
な
権
威
と
見
做
し
て
東
北
を
他
者
化
す
る
植
民
地
主
義

の
視
点
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
姿
勢
こ
そ
が
、
近
現
代
に

も
続
い
て
い
く
「
み
ち
の
く
」
へ
の
冷
た
い
眼
差
し
、
琉
球
な
ど
海
外
に

対
す
る
拡
張
主
義
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
の
か
。
今
回
の
祝
賀

ム
ー
ド
は
、
こ
う
し
た
疑
問
を
改
め
て
想
起
さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
た
め
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
の
人
文
社
会
科
学
研
究
所
と
キ
リ
ス

ト
教
文
化
研
究
所
は
、
共
催
で
講
演
会
「
多
賀
城
創
建
一
三
〇
〇
年
記
念　

北
と
南
の
古
代
史
―
周
辺
か
ら
見
る
律
令
国
家
―
」
を
二
〇
二
四
年
十
一

月
九
日
（
土
）
十
三
時
か
ら
大
学
講
義
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
で
は
、

名
桜
大
学
大
学
院
特
任
教
授
の
山
里
純
一
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
て

「
古
代
日
本
と
南
島
」
と
の
題
で
講
演
を
頂
い
た
ほ
か
、
宮
城
学
院
女
子

大
学
特
任
教
授
の
大
平
聡
氏
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
お
願
い
し
、「
古
代

国
家
と
辺
境
―
北
か
ら
の
考
察
」
と
題
し
て
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。
南
島

の
島
々
と
北
方
の
蝦
夷
世
界
と
い
う
二
つ
の
地
域
に
向
き
合
う
大
和
政
権

の
姿
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
律
令
国
家
の
対
外
政
策
の
実
態
に
新
た

な
光
を
あ
て
る
試
み
で
す
。
当
日
は
四
十
二
名
の
方
々
が
出
席
し
、
南
北

の
人
々
と
大
和
政
権
の
間
に
存
在
し
た
交
流
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
つ
い
て

多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
頁
か
ら
山
里
氏
の
講
演
を
講
演
録
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。


